
その様子は壁画にも残されています。後に現在の本場、ヨーロッ
パに伝えられ、100 種類以上あるビールの大部分は、ヨーロッパ
が発祥の地です。地形や気候、植生が多様なヨーロッパに広まる
過程で、それぞれの土地ならではのビールが次々と生まれたので
す。
中世に入ると醸造酒を蒸留する技術が確立され、蒸留酒が作られ
ます。麦ならウイスキー、ブドウならブランデー、サボテンなら
テキーラなど、各地域の盛んな作物を使った蒸留酒が次々と誕生
しました。
このようにお酒は各地の風土に育まれながら多様な進化を遂げ、
数千年もの間、世界各地で人々に親しまれてきました。おいしい
お酒を作るために、ビールの神ガンブリヌス、古代ギリシャのワ
インの神バッカス、日本の神話にも大物主神などの守護神をま
つっていたのも興味深いところです。昔から宗教的な儀式やお祝
いの行事でお酒を用いるなど、人々は飲み物としてはもちろん、
文化的な価値も認めた上で、お酒とのお付き合いを続けてきたの
です。

日本のお酒の歴史
日本人とお酒の付き合いは古く、縄文時代には酒造が行われてい
たという説もあります。奈良時代には米と麹を用いた醸造法が確
立されたものの、その後の平安時代までは、主に特権階級が飲む
ものだったようです。お酒が庶民でも入手できるようになったの
は、造り酒屋が隆盛しはじめた鎌倉時代以降のことです。
江戸時代まで時代が下ると、現代とほとんど変わらない醸造法で
作られたお酒が大量に流通し、庶民も日常的に楽しむようになり
ました。
そして明治維新後、西洋の食文化とともに、ビールやワイン、ウ
イスキーといった海外のお酒が広まっていきます。現在のような
多様なお酒を楽しむスタイルのはじまりです。
 

■点鐘

■国歌斉唱「君が代」

■ロータリーソング「我等の生業」
（ソングリーダー　古田哲朗 )

■来訪者紹介（会長　中島祐爾 )

熊本第３グループガバナー補佐　中尾潤一　様（熊本北 RC）
熊本城東 RC　宮田理恵　様

■ガバナー補佐ご挨拶
（熊本第３グループガバナー補佐　中尾潤一　様 )

■会長の時間（会長　中島祐爾 )

お酒の歴史と文化

人類が最初にお酒
を作った時期は諸
説ありますが、最
古のお酒の一つと
されているワイン
は約 7000 年前、
ビールは約 5000
年前からだと言わ
れています。

ワイン作りは、ローマ時代にヨーロッパ全土に急速に広まりまし
た。もともと、神に捧げるお酒とされており、中世のヨーロッパ
では、ワインは「キリストの血」と言われるほど、大変神聖で貴
重なものでした。
私も高校生の時、毎朝校内放送で聖書の朗読があり、「この赤い
ワインはキリストの血」と言う言葉を何回も聞いたことがありま
す。
一方ビールは、古代メソポタミアやエジプトから広まったと考え
られています。当時ビールは、大事な栄養源で労働の対価であり、

●会長　中島　祐爾
●幹事　緒方　公一
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■幹事報告（幹事　緒方公一 )

■来信案内
１）
三村彰吾 ガバナーエレクトより、
２０２４～２０２５年度ガバナー補佐推薦のお願い。（８月１０日まで）

■クラブより
１）
第１回定例理事会報告。
２）
本日例会後に前年度理事会を開催いたします。

■ロータリーの友紹介
（雑誌・会報担当　松尾　浩 )

今月は母子の健康月間
横書き
P7 ～ P17
RI 会長からのメッセージが記載されています。
会長テーマ「世界に希望を生み出そう」
ポリオ根絶に向けた一押し。メンタルヘルスに取り組む。平和を
育む。歓迎の雰囲気があるク
ラブをつくる
P34　2720 地区膳所和彦ガバナーの記事
P49　熊本城東 RC の記事が載っています。
P51　2720 地区大会の記事。

縦書き
P4　村木 厚子さんの記事

■委員会報告
（社会奉仕担当　宮川義行 )

例年行われてきました慈愛園のサマーキャンプは、本年度は慈愛
園の希望で、熊本ホテルキャッスルでのテーブルマナー講座に変
更になりました。社会に出た時に子ども達が困らないように、食
事の仕方や道具の使い方を覚えて欲しいとの園からの希望でした。

■出席報告（出席・プログラム担当　生駒ちあき )

月日 会員数 出席者数 MU 修正出
席者数

出席率
（％）

06 月 28 日 休会

07 月 12 日
45

（免 3）
42

32
Zoom2

76.19

☆出席免除　　　　　　　
07 月 12 日　
住江正治　島村徹男　志賀重人 

■スマイル報告
（親睦・スマイル担当委員　小竹　誠 )

◎中尾潤一 ガバナー補佐（熊本北 RC）3,000 円
頼りがいのある ” ガバナー補佐 ” をめざして元
気を出して努力奮闘いたしますので、ご支援
とご協力のほどお願い申し上げます。

◎宮田理恵　様（熊本城東 RC）　1,000 円
メイクアップに来ました。宜しくお願いします。

◎前田日出夫　10,000 円
中島会長、緒方幹事、そして片岡 SAA、一年間
思い切って頑張って下さい。

◎山坂哲生　10,000 円
中島会長、緒方幹事、一年間どうぞ宜しくお願
いいたします。

◎小野川善久　10,000 円
お久しぶりです。12 時前に着いたらホテルの
駐車場に置けると思ったら甘かったです。皆様
のお元気な姿を見れてうれしく思います。私の
方は、相変わらずで少々所帯疲れしております。

内田会員と同じテーブルで楽しく久しぶりの例会となりそうです。

◎鈴木義親　5,000 円
先週 7 月 5 日、中島年度第 1 回例会を欠席い
たしまして失礼いたしました。中島年度の出発
に対して心より御祝いいたします。他、役員、
理事、会員、諸氏の健闘を祈念いたします。

◎出先教明　5,000 円
今日は所用のため早退しますので、お詫びのス
マイルです。

◎宮川義行　4,000 円
中尾ガバナー補佐のご来訪を歓迎いたします。
7 月 7 日のネットニュースで「アルツハイマー
新薬、米が正式承認 エーザイなど開発 進行抑
制に効果」と流れました。すぐに、米山奨学生

でエーザイの研究室にいる翁（ウォン）君に連絡しました。「僕
はガンの薬の開発で、認知症の開発ではありませんが、皆さんと
お約束した増毛剤の研究はしばらく先になると思います。皆さん
によろしくお伝えください」との返事でした。翁君は熊大薬学部
を優秀な成績で卒業、全国から 5 名しかない採用に受かり、エー
ザイの研究員として頑張っています。東南ロータリー米山奨学生
とし、1 年間例会にも出席してもらいました。
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◎松本繁　3,000 円
敬愛する中尾ガバナー補佐のご来訪を歓迎して
スマイル致します。

◎中島祐爾　2,000 円
第 3 グループガバナー補佐 中尾様と城東 RC 
宮田様の来訪にスマイルします。

■卓話　新年度方針発表

○クラブ管理運営委員会　　
　村瀬　直久　委員長　

●親睦・スマイル担当　松岡泰光　
委員　小竹 誠　山坂哲生　生駒ちあき
　　　出先教明　川﨑直樹　德永貴子

1. 活動方針

（１）親睦
　　例会、親睦行事、レクレーションを通して会員及び会員家族
　　との親睦を図り友好の輪を深めると共にクラブの活性化と向
　　上を図る。

（２）スマイル
　　スマイルの意味、使途について理解を得て会員全員が目標を
　　達成出来るよう努める。
　　スマイル報告については報告担当を分担する。

（３）受付
　　例会時の受付は、受付担当を分担制と当番者を指定する。

2. 実施計画
（１）家族会の実施（７月、１２月）
（２）日帰り親睦家族例会の実施（８月）
（３）慶祝会の実施（６月）
（４）会員、会員夫人の誕生祝の実施
（５）結婚記念日のお祝い（生花贈呈）
（６）新入会員の歓迎会の実施（随時）
（７）レクレーションの実施（ゴルフ、ボーリング、その他）
（８）各会員にスマイルの勧誘をお願いする。
（９）受付は、来訪者を指定席に案内する。
（１０）必要に応じて出席プログラム委員会と連携して夜の例会
も企画する。
　

●出席・プログラム担当　松田　和　
委員　小竹 誠　山坂哲生　生駒ちあき
　　　出先教明　川﨑直樹　德永貴子

1. 活動方針
出席
ロータリー活動の基本は、例会への出席です。例会を通じて自己
研鑽に努め、仲間との親睦を深めていく、そして奉仕につなげる

ことができる。そのようなプログラムの作成に努力し実行してい
きたいと思います。
月間テーマに応じたプログラム作成に努めます。

プログラム
　前期プログラムを参考に卓話を通して幅広い分野から専門的な
　情報を得る。

2. 実施計画
出席

（1） 例会の内容の告知及び出席者の記入
（2） 例会欠席者に対し、メークアップするよう促す
（3） 他の委員会にも卓話の担当を依頼し、各委員会が会員に伝え
　たい話題　等を卓話に盛り込んでもらうように工夫します。

（4）例会の出席プログラムの報告は、各週担当を決め報告致します。

プログラム
　外部卓話、新入会員卓話、委員会卓話を、会員による専門的な
　卓話を実施します。
　外部卓話では、会員の紹介による卓話、他クラブからの卓話、
　幅広く内容取り上げて頂き熊本東南ロータリークラブの今後の
　活動に活かす。

　
●会報・雑誌担当　松尾　浩
委員　小竹 誠　山坂哲生　生駒ちあき
　
出先教明川﨑直樹　德永貴子

1. 活動方針
　（1） 「ロータリーの友」記事紹介
　（2） 委員会活動を幅広く会報（週報）に掲載する
　（3） 会員情報を会報（週報）にて紹介する
　　
2. 実施計画
　（1） 発表される内容の原稿を作成提出される事をお願いする。
　　　（メール　でも OK）
　（2） 週報原稿のペーパーレス化の推進。（データでやりとり）
　（3） 会員卓話に於いては現行作成提出をお願いする。特に外部
　　卓話を依頼される場合は、事前に週報に掲載可能なデータを
　　　頂くことと掲載許可をもらって頂く
　（4） スマイルされた方の顔写真を掲載する。
　（5） 会員の身近な出来事（趣味・家庭・仕事等）の掲載を原稿
　　として頂くか、メールにてデータを頂く。

●ロータリー情報　鈴木　義親　
委員　潮谷愛一　松本　繁　白木誠一

1. 活動方針
（1） ロータリーの理念、目的、歴史、
　奉仕活動の情報

（2） 国際ロータリーの方針や強調事項
（3） 管理運営の動向
（4） ロータリーの規則や手続き
（5） 五大奉仕部門での活動方針やその状況事例等
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2. 実施計画
（1）入会員候補者にロータリークラブ会員の特典と責務に関する
　　情報の提供

（2）会員、特に新入会員に会員の特典と義務に関する適切な理解
　　を与える

（3）会員にロータリー、その歴史、目的、規模、活動に関する情報
（4）会員に国際ロータリーの管理、運営の動向についての情報を
　　提供

○公共イメージ委員会　
渡邉俊一郎　委員長
委員　小竹 誠　山坂哲生　生駒ちあき

1. 活動方針
２０２３－２０２４年度　ゴードン R・マッキンリー　RI 会長の
年度テーマは、

「Create hope in the world 世界に希望を生み出そう」です。
クラブが実践する奉仕事業を中心とした様々な活動を、正確に広
報することで「信頼できる団体」としてのロータリークラブの公
共イメージを高めます。

2. 実施計画
（1）マスコミへの取材依頼
　奉仕事業等、様々な活動を各種メディアに発信して「ロータリー
　ブランド」を正確かつ、効果的に広報します。

（2） WEB の活用促進
　奉仕事業等、様々な活動をホームページに掲載し一般の方々に
　向けた情報発信を行います。

（3）SNS（フェイスブック）の活用促進
　奉仕事業等、様々な活動を現在公開している熊本東南ロータ　
　リークラブ公式フェイスブックページやツイッターへ積極的に
　投稿しクラブ内外へアピールします。　　

（4）「ロータリーの友」の活用促進
　各活動を「ロータリーの友」へ積極的に投稿しクラブ内外へア
　ピールします。

○ロータリー財団委員会
武末　直大　委員長
委員　彌冨照皇

1. 活動方針
（1）補助金プロジェクトへの参加
（2）ロータリー財団の支援
（3）ロータリー財団の理解
（4）ポリオデー活動の参加
（5）ポリオプラス寄付の強化

2. 実施計画
（1）グローバル補助金事業チームの定期会合（国際奉仕、姉妹ク
　　ラブとの連携）

（2）ロータリー財団月毎の報告
（3）出前セミナーの要請
（4）ＰＨＳ、ロータリーカード会員数の増強

■点鐘
編集者　松尾　浩


